
１ 日本のセンチネル・プロジェクトの推進
– 利用可能データの目標 ５カ年計画（レセプト１億人、カルテベース１，０００万人）

– 国民、関係者の医学・疫学研究利用への理解促進

– 医学・薬学・情報学、製薬・情報等関係産業、その他関係者の協力

– 医薬品の安全対策を含む医療の質的向上に向けた取組と医療への還元

２ インフラの整備・人材育成（短期～長期）
– 短期： ナショナルレセプトデータベースの活用体制（ＰＭＤＡ他）

– 中期： 大規模な電子カルテベースの国内研究・データ拠点の整備

研究資金や基金の整備（関係産業界の協力）

– 長期： 十分な研究人材（薬剤疫学研究者の倍増）、

全国的な医学・疫学研究の普及

３ 情報の取扱いのルール（短期）
– 電子カルテベースの情報分析における個人情報に対する指針整備

– 研究の利益相反の取扱いの明確化

– 薬事における疫学研究の品質保証の基準の明確化

提言のポイント（案）
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